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白井市と独立行政法人都市再生機構（以下、ＵＲ都市機構）は、３月 26 日（木）、多世代・多

文化の人々が暮らしやすく、長く住み続けたくなる街づくりを推進するため、包括連携協定を締

結いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両者は、これまで北総線白井駅前を中心とした地域の活性化に向けて連携を図ってまいりまし

た。この度、白井市の掲げる若年層の定住促進に向けて、令和８年３月 27 日に閣議決定された

「住生活基本計画（全国計画）」を踏まえ、子育てしやすい住環境の充実を図る「こどもつながる

ＵＲ」※の検討及び推進も見据えた協定を全国に先駆けて締結しました。この協定締結を皮切り

に、住み続けたい街づくりに資する様々な取り組みを両者連携して展開してまいります。 

※「こどもつながるＵＲ」の詳細は以下の記者発表資料をご参照ください。 

https://www.ur-net.go.jp/aboutus/press/bn5k440000000p3d-att/ur2026_press_0330_honsya.pdf 

 

問合せ先： 

○白井市  

企画財政部企画政策課(電話)047-492-1111 

○ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部 

 総務部総務課 広報担当(電話)03-5323-2555 

 

  

～白井市×独立行政法人都市再生機構（UR）～ 

「若年層に選ばれる街」を目指し、包括連携協定を締結 
～若年層の定住促進を軸に、多世代・多文化が共生し、長く住み続けた

くなる街づくりの推進～ 

写真右から白井市笠井喜久雄市長、UR都市機構東日本賃貸住宅本部田代真琴関東地域本部長 

https://www.ur-net.go.jp/aboutus/press/bn5k440000000p3d-att/ur2026_press_0330_honsya.pdf


１．協定の内容 

主に以下に掲げる事項について、双方の資源を活用し、連携して取り組みます。 

 

① 若年・子育て世帯向けの選択肢の充実や子育てしやすい居住環境・サービスの充実に関す

ること 

② 若い世代向けの魅力発信に関すること 

③ UR賃貸を中心とした多世代・多文化共生のくらしの実現に関すること 

④ UR賃貸を中心とした環境保全や防災のくらしの実現に関すること 

⑤ 駅周辺の活性化及びまちづくりに関すること 

 

 

 

２． 2/28白井市の魅力再発見イベント「謎解き WALK」（Ｒ８.２.28）実施結果 

 協定の締結に先立ち、令和８年２月 28日（土）にＵＲ賃貸住宅「千葉ニュータウン堀込」

と北総線白井駅を中心とした地域において、白井市・ＵＲ都市機構の共催で子ども向けイベ

ントを開催いたしました。 

イベントには、白井市のウォーカブルの魅力を体験する謎解きウォークラリーのほか、地域

の企業・団体による出店・地元の高校生によるワークショップ、子どもの遊び場など様々な

コンテンツが集結しました。親子連れを中心に約 700名が来場しました。 

本イベントを皮切りに、白井市と UR 都市機構の二者は、地域で活動するプレイヤーと連携

し、若年層の定住促進を軸とした多世代・多文化に向けた取組を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上  

初回イベント（R8.2.28）の様子 




